
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

２００９年９月６日              NO,１８５ 

  
こ
ん
に
ち
は
。
八
月
三
十
日
は
、
戦
後
長
き
に
わ
た
っ
て
第
一
党
の
座
を
占
め
て
き
た
自
民
党
が
総

選
挙
で
惨
敗
し
、
連
立
し
て
き
た
公
明
党
も
大
敗
し
、
自
公
政
権
が
終
わ
っ
た
日
と
し
て
、
日
本
の
政

治
史
に
特
筆
さ
れ
る
日
と
な
り
ま
し
た
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
全
国
十
一
ブ
ロ
ッ
ク
の
比
例
代
表
選
挙
で
、
前
回
を
二
万
五
千
票
近
く
上
回
る
四

百
九
十
四
万
を
超
す
得
票
を
獲
得
し
、
九
議
席
を
維
持
し
、
善
戦
・
健
闘
と
い
え
る
結
果
で
す
。 

 

日
本
共
産
党
は
、
小
泉
内
閣
以
来
の
「
構
造
改
革
」
路
線
で
雇
用
や
社
会
保
障
が
壊
さ
れ
、
国
民
か

ら
安
心
と
希
望
を
奪
っ
て
き
た
自
公
政
権
と
正
面
か
ら
対
決
し
、
国
民
の
く
ら
し
を
守
る
た
め
に
力
を

つ
く
し
、
選
挙
戦
で
は
、「
財
界
中
心
」「
日
米
軍
事
同
盟
中
心
」
の
自
民
党
政
治
の
ゆ
が
み
を
大
本
か 

 
 

ら
た
だ
し
、
「
ル
ー
ル
あ
る
経
済
社
会
」
、
「
自
主
・
自
立
の
平
和
外
交
」
を

旗
印
に
、「
国
民
が
主
人
公
」
の
日
本
を
め
ざ
す
こ
と
を
訴
え
て
き
ま
し
た
。 

 

選
挙
結
果
を
受
け
、
「
建
設
的
野
党
」
と
し
て
の
日
本
共
産
党
の
役
割
が

重
要
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。
ひ
き
つ
づ
き
、
ご
支
援
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 海野塚は、岡谷町の県道の迦葉山線の傍らにあり、沼田かるた

では、「武士（もののふ）の運命（さだめ）悲しい海野塚」と読

まれているように、戦国時代の悲話が残されています。 
 天正 8 年（1580）6 月、真田昌幸は、小田原の北条氏が藤田信

吉に守らせていた沼田城を手中に収め、真田一族の海野能登守輝

幸などに沼田城を守らせ、9 月に甲府へと赴きました。 
 輝幸の兄、幸光は吾妻の岩櫃城の城代を務めていましたが、「海

野は、北条と通じる」と疑いをかけられ、昌幸は、弟の信尹（の    

ぶただ）に命じて、幸光を討ち、

直ちに沼田城に入りました。 
                天正 9 年（1581）11 月 21

日、輝幸は、迦葉山に身を寄せ

無実をあかそうと岡谷にさし

かかりましたが、追っ手に追わ

れ、一子幸貞と自刀し、迦葉山

の住職がこの地に葬りました。 

 ８月３０日に投開票がおこなわれた衆議院選挙で、国民のくらしや

平和を壊してきた自民・公明政権が、国民のきびしい批判を受け、歴

史的大敗を喫し、自公政権は退場することになりました。 
 自民党は、１１９議席へと公示前の勢力を３分の１に激減させ、公

明党も３１議席から２１議席へ大きく議席を後退させました。 
 日本共産党は、どんな問題でも自公政権と真正面から対決をつらぬ

き、今度の選挙では、「自公政権を退場させよう」と訴えつづけてき

ました。 
                     有権者・国民がくだし

たこの審判を、日本の政

治にとっての大きな前

向きの一歩として、日本

共産党は歓迎します。 
                      
                     激戦の総選挙、北関東

比例代表で４期目の当

選を果たしました。ご支

援に応えて、全力でがん

ばります。 

 平成２０年度沼田市一般会計及び特別会計８件の

決算認定などを審議する９月定例市議会が、８日から

はじまります。 
 一般質問は、１１日と１４日の２日間（１日４人）、

大東のぶゆき議員など８人がおこないます。 
      大東議員の一般質問 

１，衆議院選挙の結果について 
２，介護保険について 
３，健康対策について 
 ※大東議員の質問は、１１日午後１時３０分頃から

の予定です。（時間は変更になる場合があります） 

 ８月２６日～３０日まで、グリーンベル２１で「語

りつぎたいあの日のこと。」～板橋区学童疎開物語～    

が開かれ、平和の大切さを伝え

ました。 
 沼田市は、板橋区からの学童

疎開を受け入れ、当時の写真な

どが展示されました。 


